
最大喰菌作用催進ニ必要ナ Jν

家鶏粘液肉腫液煮沸時間

Ueber die zum Herbeifuhren grosster Phagozytose 

erforderliche Abkochungsdauer des 

Hu he rmyxosarko ms. 

Von 

Dr. Y. Aoyaghi, Dozenten der Klinik. 

〔Ausdem Laboratorium d. 1. chirurg. Klinik d. Kaiserl. C且iversit五tzu 

Kyoto (Prof. Dr. R. Torikata）〕

京都帝図大準密摩郡外科準教案（鳥潟教授指導〕

講師欝皐士青 初日 b血ー・
刃＝ 誠

［内容抄録〕 署長兎ヲ免疫ジテ得タル抗黄色葡萄J伏球菌「l、ロピ Y.Jヲ以テ、針葉色菊稲鉄球菌喰盤作用

7検v、此ノ際抗原ト Vテ家鶏粘液肉股及ピ針照トジテ家鶏健常筋肉組織ノ生液並ピニ5分、 10分、 lfi
分、 20分、 30分、 60分、 !JO分、 120分煮液ヲ添加ミノテ其ノ：影響7御担Jνェ、肉腫組織液ニ於テ ＞＇ ~o 分

煮液;fl"y)  p食菌作用促進能力ず最大ニミ／テ、筋肉組織液ユテハ生証主力、最大ナリキ。 11.P チ署長鶏粘液肉腫’（•

d イムペヂY」ノ志;ff.スル事ヲ立設v、従来成ジ途ゲヲ νタル「イムペナ・ Y」現象ニ閥スIV一切ノ研究結

果l、相待ツテ診：肉殴E量生ノ原因ハ一定ノ：微生物タラザルベカヲメト提唱ス yレ毛ノナリ。

緒 員

余等ハ街＝試験管内＝於テ、抗黄色葡萄欣球菌「トロピシ」ヲ用ヰテ霊J黄色葡萄状球菌I会

盤作用ヲ桧査スルニ際シ、家鶏粘液肉腫組織液及ピ紡錘形細胞人肉腫低能液ノ生並ピェ30

分煮液ノi弱者ヲ添加1シ、 ソノI喰菌作用＝及ポス影響ア翻タル＝、雨組織液ノ何レ＝於テモ

30分煮液ヲ添加シグルモノガ常＝生i液ヲカ日ヘタルモノョリモ喰菌作用ノ旺盛ナノL事ヲ知

p 、 ~ll ヂ南極肉腫；夜＝ハ「イム ペヂン」ガ含有サレ居リ、更＝此ノ；事賞ヨ リシテ、肉腫護生

ノ原因ハff&生物瞳＝アルペキヲ提唱シタリ。（日本外科費函第 7港q党参照）

余等ハ今沼市ホ進ミテ先ヅ家鶏粘i夜肉腫組織液煮沸ヌ長短ガ、．前記~験管内喰菌作用＝

如何ナル影響ヲ及ポスヤ、換言スレバ如何ナJI..－煮沸時間＝依リテ該肉腫組織ノ「イムベヂ

シ」ハ完全＝破壊サレ市カモ其ノ抗原能働力ハ依然トシテ保持セラルルモノナルヤア寅験

＝匡ス所アラントス。

供試材料

1. 賀・色葡萄欣球菌原液

2. ゴ1~1！動性黄色市萄蹴球菌発疫家兎血清
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3, 非働性儲常家兎血清（£＜｛照用）

4. 家鶏粘液肉腫液

生液既＝護表セ’L検査材料ノ一部ナリ。

堂進前記生液ノ一部ヲ、更 ；：：.5分、 10分、 15分、 20分、 30分、 co分、 90分、 120分

間揖氏100度＝テ沸騰シツツアル霊湯煎中エテ煮沸スル事＝依リ各時間ノ煮液ヲ得。

5. 家鶏筋肉液（釘照問）

生率既＝登表セル検査材料ノ一部ナリ n

掌率 (4〕＝於ケJレト会ク同綴＝ シテ5分、 10分、 15分、 20分、 30分、 co分、 90分、

120分ノ煮、液ヲ得。

検査労法（「トロピシ」測定法ヲ含ム）

凡テ余等ガ蛮表セル置験被告＝詳述サレタリ。（日本外科費函第6各第5-6競参照）

家窺粘液肉腫液ヲ以テJ；検査

第一表芸青島理裂路市；らすそ~rr：こさぷ仏領お

煮沸時間 I N j 5’！こ斗土~~~」三ゴ－~~ヱど竺｜竺
検 1I 3 L I 2s I 24 I 29 1 ao I九1 I :11 I 18 I 17 I 

発 i検 2I ::6 I 21 I 2,, 1 21 : 35 I 41 I 21 I 20 I 15 I 

~子I－τI 27,51 25 I 28 I 3:?,5: --40-129T19下元一！両

政 1-:-1：－~:: I引：：I~： I 引~： I ~~ I ~~ I ~~ I 1~ 
平均｜川町I16 I川 19I 27 I 16 I 11 I 1l I S,fi 

~ I: ~I ：~ J 引 ；； 1;:1~ 1 ：~1 ：~
随 l一I~向：；7乃い叶：n.5 1 ・43 I州 37I 2G I 22 ~ 

検 ii 2-± I 21 I 11 I ::2 I 17 I : ・1: I :2-1 I 1.s I I 
健｜検 2I so / 23 I ~2 I :21 i 26 i :,7 I 21 I rn I I 

i平均I27 I〆戸可21.5I 21,51川辺，5[ H I 1ti I 10,5 

I n~ ：；ド； l~ht；日j~p: 1 ::1::1里
子 i一一！平均｜竺上？｜？？！…一！112.s ¥ 66 ! 45 1 za ！~ 

検 II 45 ~ :;:; I ：：：~ I 40 I 32 I (i2 I 40 I 26 I ~ I 
健 1 検 2¥ GG i 41 I ：~:l I 40 I 4~ I G5 I 37 I叫 I27 l 2-l 
4 均 i50, 

N＝生；皮（利＼Ri1:H料ノ記述参mo
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家主息粘液肉腫組織ヨリ製

守守拶r、最／、喰前作用催江Eユ必要ナル家主S粘y皮肉3'lii長煮iMHT?i'(羽

シグル生及ピ5分、 10分、

15分、 20分、 30分、 68分、

90分、 120分煮液ヲ各々0,2 

時及ピ1M照トシテ 0,5%石

茨酸加0,85%食堕71¥.ヲ加ヘ

グ）J,菌液ヲ以テ2回検査ヲ

建グクル結果ハ第1表及ピ

第1固乃至第3闘ェ示スガ

京日三／。

第一園

50 

・10 

括

喰菌作用ノ大小ヲ指

示ス可キ喰菌子敢ヲ観ルニ、

概見所

1. 作
煮
」
治
山
温
、
ノ

ン
河
原

ピ
M
参

ロ
抑
表

九
r午前

μ

商
粕
川
リ

球
鶏
む

般
家
日

萄
三
容

葡
羽
山
影

色
及
ノ

帯
内
ニ
波
山

抗
用
品
仰

非働性完疫家兎血清並ニ同

健常家兎血清ア以テノ雨検

査＝於テ、何レモ 30分煮

i夜ヲカHへタルモノガ最大＝

シテ、北デ生液ヲ添加セJレ

5分煮液ハ

而シテ其ノ他ノ：煮沸液ノ

モノガ大ナリキ。

影響ヲ概ルニ、

第二園

70r、

60 

50 

生液ョリ小＝ナリ、 10分煮

液ハ更＝小トナリ、 15分煮－

液＝至レバ1υ分煮液＝優リ
A

－hv鼻旬、ミ

テ少シク大トナリ、 20分煮

回一三

託児＝至レバ更＝大トナル。而モ何レモ生液ヨリ小ナリ 。 30分煮沸液＝至レバ、前主~ノ ；如ク

~そ激＝共ノ；数最大トナリ、 GO分煮j夜ハ叉念＝ソノ値低下シ、 90分、 12D 分＝王レバ史＝低

下シ、生液ヨリモ亦タ遁＝小ナリキ。サレド、食堕水ヲ添加シグJレモノハ最小ナリキ。

非働位菟疫家見届L荷ヲ以テノ検査結果ハブド（動性2. 

家鶏筋肉液ヲ以テJ検査

モ常＝大ナリキ。
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抗黄色葡萄朕球菌「トロビン」作
第三園周ニ及オ川家鶏粘液肉厩各積煮

t弗液ノ影響（子）（第1表多fl.(()
120 

110 

JOO 

90 

80 
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リ
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円
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被
喰
蘭
子
数
勺
子
L
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30 

、、、、、、、、、、、、、
、、・ーーー・，，・ーー晶、、、 胃一、ー、．

封切回：~ :!I "' 圭

一一一→煮沸時間（分）

芭 ・30 

喰［：［：：ト：：［；：｜川~: I :[ ~ : 
菌I: ~ I :: I :: t ·~ ~引＇fl'f
子I:I ：：［~ I:.[::[:[:[:: I::[ :1 :: 
第四園

抗黄色葡萄扶球蔚「トロビンJ作
用＝.J;えホグス家鶏健常筋肉各稀ヲ授
がb液ノ：影響（喰）l耳，，，2表参！！日）

Iーー一一み二働枚売疫家兎血f.ti使用
II一一一非働性健？？；・＊兎血清使用

N＝生波、faCI＝食盟アkチ以テノ釘，l
（茸~ ;, .宮p;（）岡t宇之）

40’ 

喰 30
細
胞
数 20

喰 h
」 ！、 ーー、 ． t':bぃ～｜ ＼ J 一－－－－－－一 一一－一千ー下t

01 

田号号t宅再 亀 望 ~ ~ 
一一一→煮沸日辛口司（分）

・・'' 
家鶏健常筋肉ヨリ製シタ

ル生及ピ5分、 10分、15分、

20分、 30分、 60分、 90分、

120分煮液ヲ各；：.0,2i2毛宛及

ピ封照トシテ 0,5%石茨酸

加 0,85~b食瞳7.k ヲ加ヘタ Jレ

菌i液ヲ以テノ検査結果ハ第

2表及ピ第生固乃至第6闘

＝示サレグリ。

百戸戸」－

所見概括

1. 喰菌現象ノ大小ヲ標

示ス可キ喰菌子教ヲ翻ル＝

非｛動性菟疫家兎血清及ピ同健常家

兎血清ヲ以テ Ji柄検査＝於テ、何

レモ生液ア加ヘタルモノガ最大＝

シテ、 5分、 IO分ト煮沸時間ヲ延

長スル毎＝、漸次階段的ニ低下シ

行キ、 60分、 9（）分、 120分煮液ヲ

加ヘタルモノハ殆ド相同ククシテ

最小ナリキ。而モ食堕7.kヲ苅lへタ

ルモノハ、何レノ煮液ヲカIIヘタル

モノヨリモ、ソノ慣小ナリ

キ。

2. 非働性克疫家兎血清

ア以テノ検査詰果ハ、非働

性健常家兎血清ヲ以テノ検

3't結果＝比シ、常；：.），：＿ナリ

キ。

所見穂括並＝討究

会部ノ検五成績ヲ組括シ

テ第：1表ヲ得Q 之ア闘示シ



li9 背柳、最大I喰菌作用f躍進エ必要づか家鶏税i；皮肉腫泌煮沸時間

ア第7岡ヲ得タリ。抗策色司自萄4是正ま荷「トロビン.11'1'
用ニ及ポスヨ反鶏健常筋肉各都煮働時間iiiノ影響（筒〕（苦手二表参照） 以上ヨリシテ、会等ハ次

第王国

ノ事賓ヲ認識シ得ペシれ
50 

被 30

喰
菌ド

竜20「‘
菌 l、、r：！よ：一一ー；一一一一ーコー
一一一→煮沸時間〈分）

芸美鶏粘液肉腫組織液1. 40 

＝於テハ5分、 10分、 13分

ル

ヨ

ス
ム
口

加

場

添

ル
ヲ

タ

液
、
へ

煮

加
ノ

ヲ

分

液

初

生

V

』、
及
－
一

りモ、反ツテソノI喰菌作用

ハ弱小トナリ、 30分煮i夜ヲ

加フル＝至リテ:.It，：増大・ン、芭

更，：GO分煮i夜＝至レバ再ピ

低下シ、 90分、 120分＝及
抗重苦色稲荷足先球菌「トロビンJf'Iき
用ニ及；；；－ス~m健常筋肉各種煮
沸液ノ彦事~（子〕（第二表参！！＼（ ）

第六園

ピテハ吏＝僅小トナルナリ。

然ル＝家鶏筋肉法＝於テ

，、生液ヲ添加シタルモノガ

喰菌作用最大ニシテ、 5分、

10分ト煮沸時間ヲ加フルユ

90分、 120分＝於テハ最小

トナルナリ。又食堕lkヲカ日

ヘタルモノェアリテハソノ

40" 

喰3oI¥. 
E宮 l 、
子一l ＼ 
毅山l L『
勺 I ', －~、 E

子 ！ 、一一一－－r戸戸日 ～～～~－－・J
L ・

r 
従ヒテ漸次低下シ、 60分、I 

60 

50 

作用何レヨリモ弱小ナリキ。e
0

．
 

。足元言句望寄 竜

一一一→煮沸時間（分） 非働性菟疫家兎血清2. 

7
p
p円』

‘0 0 

ア用ヰテノ；検査結果ハ、非｛動性健常家兎血清ヲ周ヰテノ検査結果ヨリモ常＝大ナリキ。

然ラバ此等所見ノFilツテ来ル所以ハ何＝存スペキカ。此ノ貼＝就キテ暫タ会等ハ討究考

察ノi歩ヲ土佐ムル所アJvペシハ

(1）ノ所見ハ家鶏粘液肉睦組織生液中＝「イムペヂン」ガ含有サレ居ルガ局＝シテ、 00分

煮沸＝依リテ此ノ「イムペヂシ」ガ完全＝破却サレルモノタル事ヲ示スモノナリ u

然ラパ5分、 10分、 15分、 20分ノ煮液ガ却ツテ該生液＝比シソノI在菌作用f躍進}Jノ小ナ

Pシハ如何。是レ他無シ。前記組織液中ーハ肉腫組織ナル非細菌性蛋白館ヲ含有シ居リ、

而モ斯ル蛋白瞳ハ耐煮沸性小ナルガ故＝煮沸＝ヨリテ漸次抗原性能働力ヲ破卑サレ、一方
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第三表検査成絞ノ線

波（N）煮沸時間（分）｜ 0 I 5 I IO I 15 I 20 I 30 I 6'.l I 90丙「lNaCl 

＼昨日引~j~刊~~i~~
：；税制；I:・'I :: 'I ::・'I :: I ::・' I ：~＇ I ：~·＇ I :: I :: I :: 

明口 ｜差 I10,51 12,5 J 11,51 22 I 2~，；，.叫 E州 9 t 14 l 4 
S＝家}if>粘j夜肉腫液 M＝家鶏健常筋肉i波
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ピ 当
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－

・.『
一一→生波（問者i胸間（分）

N=S及ピMノ生液

5分、 10分等ノ煮沸＝依リア

ハーイムペヂシ」ノ破却サレル

事モ未グ少ク、故＝非細菌性

蛋白腫抗原性能働力ヲ多量＝

合有スル生液ヨリモソノ喰菌

作用ハ弱小ユシテ、 15分、 20

分ト煮沸アカ日フレバ漸次階段

的ニ「イムベデシ」ハ破却サレ

行ク故＝、喰菌作用モ亦階段

的＝増強サレルモノナルガ、

市モ街ホソノ含有スル非細菌

性蛋白樫抗原性能働力ハ遮下

シ行ク故ニ、生液ヨリモ此等

煮液ハ喰菌作用催準力弱小ナル語ナリ n

然ル＝－3日分間ノ煮沸＝逢ヘバ「イムベヂン」ハ金ク破却サレ、共ノ結果ハゴド細菌性蛋白檀

ノI食燈作用促進カガ熱ユヨリテ非働出トナリ来リシ不利ノ関係、ヲ償ヒ得テ飴アリ、此庭＝

唯菌作用ハザr然強大トナリ観イテ 60分煮がr，＂＇至レバ「イムベヂン」ヲ産出スル物質ノ抗原
性能働力モ亦タ減弱シ、ソノ他＝非細菌性蛋白檀ノ抗原性能働力モ箸シク破壊サルルガ故

＝．両者合併シテノl在菌作用f躍進カハ生液、 20分煮液＝モ劣ル語ナリ。

9G分、 120分煮液＝至レバ「イムペヂシ」産出物質ノ抗原性能働力モ甚シク破壊サレ居Jレ

ガ故＝、 60分煮液ョリモ喰菌作用傑進力ハ更ニ弱キナリ。
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家鶏筋肉法印］チゴ1；細菌性蛋白骨豊ヲ含有スル液ハ、ソノ抗原性能働力ハ斯ル蛋白躍ノ有ス

ル普遍性トシテ耐煮沸性ノj、ナルガ故ユ煮沸時間］ヲ階段的＝進メル事＝依九階段的＝遮下

シ行キシモノ＝シテ、 GQ分間ノ煮沸ニ依リテ、殆ドソノ抗原性能働力ノ杢部ヲ失ヒグルノ

甑！アリ n 然リト雄会主品、ヲ週ジテ、食堕7kヲ｝JUへタルモノノI宣菌作用ノ；最小ナルハ、雨極

液ノ抗原性能働力ハ 120分J煮沸＝逢ヘパ、共ノ全部ヲ失フ＝似タレドモ猶ホ且ツ食瞳水

＝比スレパ幾分カ優Jl--所アルモノタルヲ牧語Jl-モノナリ。

非細菌性蛋白障ノ 30分煮液ハ、ソノ生液＝比シI官菌作用催準カハ著シク劣;i.モノナル

ガ、斯Jl.-関係＝アルベキ蛋白樫ヲ混有シナガラモ、肉腫組織・Hz＝＝－於テハ、。（）分煮液ガ生液

ヲ ~＝＝－ 凌駕シテ、喰菌作用ヲ｛位進シタルハ、該生液中＝含マルル「イムペヂン」ノ I在菌現象

抑制作用ガ甚シク大ナル事ア示スモノナリト謂ヒツベシ。

果シテ然ラバ、斯）＼，強大ナJl--「イムベヂン」勢力ハM＝＝－依リテ産出サレシモノナルヵ、王室

＝於テカ余等ハgpチ再ピ家銘粘液肉腫中＝ハ徴生物髄ノ存在スペキモノナJl--事ヲ、提唱セ

ザルヲ符ザルニ至レリ。何トナレバ従来成シ遂ゲラレグル「イムペヂン」現象＝閲スル一切

ノ研究結果ヨリシテ、「イムベヂシ」ナルモノハ、微生物館ノミノ産出スル阻止的勢力ナレ

バナリ。

(2）ノ所・見ハ余等ガ是迄護表セル凡テノ論文ニ記述セル如ク、「トロピシー合有ノ：有無＝

依リテ生クタルモノナリ口

結論

1. 抗黄色葡萄蹴球菌「トロピシ」ヲ JJ,、テ劃黄色葡萄fl}~球菌喰；盤作用ア検査スル＝賞リ、

抗原トシテ家鶏粘液肉腫組織、~ミ鶏健常筋肉組織ノ生液並ピ＝同5分、 10分、 15分、 20分、

30分、 60分、 90分、 120分煮液及ビ封照トシテ 0,5%石茨酸加0,853；：；＇食臨7kヲjJUヘテ、ソ

ノ喰菌作用促進能力＝及ポス影響ノ程度ヲ観タル＝、肉腫低能液ヲ以テノ：検査：於テハ、

30分煮液ヲ添加シタル際ノl食菌作用ガ最大＝シテ、ーたデ生液、 20分煮液、 co分煮液、 5分、

15分、 10分、 90分、 120分煮液ノII国＝テ喰菌作用ヲ促進シ、此際食盟7.kヲカItヘタルモノハ

最小ナリキω

然ル＝筋肉組織液ヲJ;J.テノ検査＝於テハ生液ア添加シタル際ノ喰菌作用ガ最大＝シテ、

次デ5分、 10分、 15分、 20分、 30分、 60分、 90分、 12,l分ト煮沸時間ア延長スルエ従ツア

喰菌作用ハ遮下シ、就中60分、 90分、 120分煮液ハ殆ド一致シタル結果ナリキG 食堕水ア

カl1ヘタルモノハ此ノ際モ最小ナリキ。

2.以上ハ家鶏粘液肉腫組織中＝「イムベヂン」ノ：存在スル事ア物語ルモノニシテ、是即チ

余等ガ「肉腫ノ護生原因ハ徴生物タラザJレぺカラズJト主張スル所以ノ基礎的所見ノーナリ。

3. 該肉llill*lli織中＝含有セラル；J.,［＂イムベヂン」ハ 30分間ノ煮沸ニヨリテ全ク破却セラ



型車

レ、従ツテ此ノ際ノ煮液ハ最大ノ抗原性能｛動力（最大喰盤作用）ヲ琵揮セリ。

家鶏筋肉組織液ハ痕跡ダモ「イムペヂシ」現象ヲ呈セズ。 11¥llチ非細菌性蛋白謹ノ喰噛
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作用促進能力ハ耐煮沸性小ナリ。

微生物性抗原（一種ノ蛋白類脂鱒）ハ耐煮沸性強犬、非徴生物性抗原（蛋白類脂睦）ハ

耐煮沸性微小ナルコトハ沈澱反際ノ抗原＝就テノミナラズ＼楠韓結合反鹿＝テモ、喰；陸作

mノ促進＝於テモ、亦タ莞疫元トシテモ何レニモ一様エ遁用セラルベキコト＝シテ賓＝微

5. 

生物性抗原、非徴生物性抗原雨者ノ間＝横ハル重要ナル差別鮎ノーツナリ υ 肉腫・Jl共中＝

徴生物性抗原ヲ含有ストノ主張ハ此ノ根本的差別黙ノ立詮＝立脚スルモノナリ。（完）

Resume 

Zur Herstellung der Nativantigene wurde das Hiihnermyx.osarkom bzw. der 

Hiibnerm uskel, in welcbem das obige Sarkorn geimpft worden war, im VerhaltniBe 

von 1,0 gr. Substanz auf 5,0 ccm Medium mi.t 0,85 proz. NaCl-Losung emulgierも

uncl die Emulsionen in einem bei 100°0 siedenclen ¥Vasserbade 5 Minuten lang 

erhitzt, wobei gerinnbar白 Einweisskorper nieclerschlagen. Durch scharfe Zentri-

fugierung gewinnt m乱n Zentiifugate (Orig.), die fiir langere Aufbewahrung in 

0,5 proz. K "Lrbolsiiure versetzt werclen. Die karbolisierten Zentrifugate wu 

rclen des "eiteren 5,10,15,20,30,60, 90 uncl 120 Minuten lung in einem bei 100°0 

sieclenclen "'asserbade erhitzt, wobeiτvecler eine Tri.ibungnoch ein Niedersch 

hg auftrat. Ueber die・ Einfii.isse der so erhaltenen Testmater句lienauf die in vitr-

okonstatぬrbarePhagozyto自由 von Staphylococcus pyogenesaurens beim spezifisch-

en Tropin （λntist乱phylokokkensermn eines Kaninchens), sowie beim norm::tlen 

Kanincben日ernmgiht die folgende Tabelle AufschluB. 

ロ＝ョ－
zu｝
h
v、
c
u
r
z
A

S=Ergelmisse mit dem originalen Zentrifugat aus dem H吐lmcrmyxosarkom.
M=Ergebnisse mit dem originalen Zentrifugat aus dem normalen H包hnermuske!.
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Ergebnis. 

I) Die Abkochung自dauerdes Hi1lmermyxosarkoms zum Herbeifiihren maximaler 

Ph乱gozytoseerwies sich als 30 Miuuten. 

2) Demgegeniiber war die Phagozytose beim originalen Kochextrakt des 

normalen Hiihnermuskels am grossten. 

3) Hiihnermyxo!'arkom enthalt u. a. eine die Phagozytose (von Staphylococcus 

pyogenes aureus) hindernde Energie, die durch halbstiiudige Erhitzung bei 100°C 

total inaktiviert wird. 

長） Somiも wurdeder Nachweis erbracht, daB das Huhuermyxosarkom das; 

Impedin enthii.lも（Auもoreferat).


